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　　　　　　　　　　This　paper　deals　with　the　stratigraphical　sections　of　the　Kazusa　喜rouか　（Pliocene　and

　　　later）　along　the　shores　of　the　rivers　Y6r6　an（1　0bitsu　in　the　central，part　of　the　B6s6

　　　peninsula，CentralJapan・

　　　　　　　　　　Twelve　formations　have　been　recognized　in　the　Kazusa　group　from‘the　base，the

　　　Kurotaki　tuffaceous　sandstone　to　the　top，the　Kasamori　muddy　sand，underlying．the　Kong6chi　sand．

　　　　　　　　　　The　Kurotaki　tuffaceous　sandstone　Iies　over　the　Toyook孕subgroup，and　judging　from

　　　the　observation　of　key　bed，the　uppermost　part　of　the　Toyooka　subgroup　is　recognized　just

　　　under　the　Kurotaki　u亘conforn｝ity　along　the　river　Obitsu，　but　it　had　not　been　preserved　along

　　　the　river　Y6r6，　therefore　the　contact　part　of　Toyo6ka　subgroup　with　unconformity　is

　　　presumed　to　be　somewhat　stratigraphically　lower　on　the　Y6r6areαthan　Obitsu4rea。

　　　　　　　　　　The　correlation　of　this　group　along　both　rivers　is　shown　by、formation　and　pyroclastiq

　　　key　beds　as　follows．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table　1

0bitsu　River　Section　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　YδrδRiver　Section

Kong6chi

sand＆gravel　　10m十

Kasamori

muddysand　　　60m
Mandano
sand母gravel　　35m
Ch6nan　alternation

of　sand＆mud　　65m
Kakinokidai

sandy　mud　　　，［105m

Ichijiku　san（i＆

grave1　　　　1200m

Kokumoto　altemation
of　sand＆　sandy　nユud

　　　　　　　　　350m＋

UmegaSe　altematiOn

of　san4＆mud　　455m
Otadai　altern母tion

of　sand＆mud　　190m
Takamizo

mudstone　　　　115m
Klurotaki　tuffaceous

もandstone　　 　35m
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KoHg6chi

sand＆gravel　10m十

Kasamori

muddy　sand　・　　　130m

Mandano
sand＆gravel　　38m

Kasamori　muddy　sand
　　　　　　　　　　20m

Ch6nan　alternation

ofsand＆mud　　76m
Kakinoki（iai　san（iy　mud

　　　　　　　　　　76m

Kokumoto　altemation

of　sand＆sandy　mud
　　　　　　　　　320m

UmegaSe　altematiOn　Of

sand＆mud　　　525m
Otadai　alte｝nation　of

sand＆mud　　　540m

Kiwada　mudstone 665m

Kurotaki　tuffaceous

sandst6ne　　　　280m

Toyooka　subgroup
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地質調査所月報（第10巻第2号）

　　　　　　　　　　要　　旨

　房総半島で，上総層群内のおもな累層が典型的に発達

しているのは，養老川・小櫃川流域であるが，こ＼にみ

られる地層の細部について，とくに火砕鍵層を注視し，

1／100地質柱状図を作成した。その結果をこ㌧に記載す一

る。

　また，層序の記載では，これら柱状図に示した各層と，

火砕鍵層によつて対比した隣接地での各地層名との関係・

をつけ力口え孟こ。

　なお，調査ならびに執筆の担当は，ほダ次のようである。

　　　　　黒滝層一国本層：三梨・安国

　　　　　柿ノ木台層一笠森層：品田

1．　まえがき

　房総半島の更新世・鮮新世の地層は，厚く，かつ比較

的連続して発逮しているところから，、年代論・対比論の

対象として知られているところであるが，さらに最近で

は，堆積学的な方向に研究が進められようとしている。

　われわれは，上部新第三系中に賦存する型の天然ガス

鉱床の調査方法の研究対象として，房総半島中部を選び

調査を行なつてきた。この地域の調査はその一環であ為。

　本調査後行なわれた調査結果を併わせると，夷隅川一

房総西岸間での国本層以下の地層については，火砕鍵層1

により地層をいくつかの堆積期間（項時）に区切って，

地層の質的，量的な比較を進めるための基礎的な作業は

ほとんど完了したものと思われる。

　この報告には，今後公表きれる諸報文，およびガス田

図幅等のための予備的な奉礎資料としたいところから・

冗長をおそ群つつも・全柱状図を掲げた・

　この資料が，ガスの開発のための，また層位学的なゴ

あるいは今後行なわれる堆積学的な研究の一助ともなれ

ば，幸である。

2．調査地附近の地質構造および層序の概要

　房総半島中北部では，東西の一般走向をもつて摺曲す

る佐久間層群および豊岡亜層群の上位に・黒滝不整合を

境として，上総層群がほ穿東西の走向でえヒ方に傾斜して

いる。

　この地域では，黒滝不整合の下位（層厚100～200m）

の部位が，最も傾斜が急であり（局所的には逆転），順

次上位・北方に緩く・黒滝不整合附近で45～30。，国本

層で7～8。，笠森層で5～60を示している。

　養老川・小櫃川は，これらの地層を，ほダ傾斜方向に

切つて北流する。
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3．暦序各読

地質調査所月報（第10巻第2舟）

　3．、1　黒滝疑灰質砂岩暦（植田房雄20））

　模式地：千葉県君津郡亀山村・小櫃川中流黒滝

　　滝を作つている凝灰質礫岩の下限より，下流へ約70m

　の凝灰質泥質砂の上限まで。

　　火砕鍵層からは，木層上限（黄和田泥岩層との漸移』

　部）附近に，Kd23（To2）註1）があり，一基底礫岩の1m

　上にKd38（To1）註1）がある。

　層厚・岩相：模式地で約40m，薄い所で20～30m・

　最も厚い養老川で約300mを示す。

　おもに凝灰質砂岩（安山岩質1からなb，模式地で

　は，最下部6mに，安山岩および同質凝灰岩，古生層の

　砂岩・頁岩等の礫を含む凝灰質礫岩層註2）がめる。

　　この礫岩層は模式地で最も厚く，分布範囲は，高后畑

　から本層模式地附近までに限られ，また地層の堆積形態

　からみると，最も収敏している部分および不整合面に対

　し，最も上位の層位が近く接しているところにあたる。

　（側方関係の項参照）、
、

　上下関係：上位の黄和田層には，数mの漸移部をもつ

　て整合に覆われ，下位の豊岡亜層群を不整合に覆う。模

　式地では，．湊川・小糸川・笹川附近での不整合面の下位、

、約200mの層位（Yαp鍵層12））1より，きらに下位の層

位と接している。　　　　P　　　　’

　側方関係1黒滝不整合の直上の層位には，凝灰質の砂『

　岩・礫岩が，分布上一連の地層として発達しているが，

　各地域で・その層位や地層の堆積形態が異なつている・

　養老川およびそれ以東でみられち黄和田泥層のほとん

　ど全部の層位は，養老川一笹川（小櫃川支流）一ボケ沢

　間で，下位より順次本層と西へ側方連続の関係になる

　（黄和田層の項参照）．また，ボケ沢以西では，岩相上

　および層位的に，ほずそのま㌧小糸川附近まで続き，房

　総半島西岸では，小池9）の竹岡凝灰質角礫岩層と十宮凝

　灰質砂岩層の境附近に，本層模式地で基底礫層の1m上

　位にあるKd38（To1）がある。

　堆積形態：黒滝不整合の不整合面に対する上位層の堆

　積形態は，収敏の地域とoverlappingの地域とがある

　ようであるが，本地域の加勢附近から，笹川一ボケ沢で

　は，，収敏状の形態を示すσ

　前述する通り，養老川およびそれ以東の黄和田層は，

いくっかの火砕鍵層に挾まれる地層（項）の層厚変化か

らみると，西に向かつて収敏しつつ，下位から順次，本

層上限にはいる。1例をあげると，養老川で黒滝層の上

限から，730m上位の大田代層中に挾有きれる027（第応

4図c1，316）は，西へ次第に不整合面に近づき，笹川

t支流のボケ沢では027（第6図c1，012）が，黒滝層の

上限より5m上位にある。また，一方本層の基底附近の

性状についてみると，本層模式地で基底礫岩層（厚さ6

m）の上限より1m上位にあるKd38（To1）は，各地

点において不整合面から次に示すような位置にある。・

Loc。

黄和田畑上流

加　　勢
黒　　 滝

三石山東

三石北麓

笹川本流
甲　’　坂

ボ　ケ　沢

細　野沢

高后　畑

不整合面から．Kd38までの地層の厚さ
　　　　、（m）

註1）湊川一高溝で十宮層中にあるものに命名した鍵

　層名12）　　。

註2）小池清は，この礫岩層の部分だけを黒滝層と呼
　んでいる9）。

註3）　またこの部分は，側方でKd38の下位の比較的

　厚く発達する所での，この鍵層の数m下位の層序
　と同じとみてよい。

　　　　　32
　　　　　6
　　　　　7
　　　　　40
Kd38欠除，不整合より・2m上位
にKd38の約5m上位の層位がある

　　　　2～2，5

　　　　　4
　　　　　2
　　　　　17
　　　　28～30

　すなわち，加勢一ボケ沢間では，一部を除いてKd38

が不整合面より数m以内の層位にあることから，層厚に

ついてみると不整合面と上位層が大体平行といえる。ま

た，Kd38から不整合面までの，2～数mの地層の細か

な層序は，礫岩を除いてはこの範囲では同．じ註3）とみて

よいので，この間では不整合面に対し，収敏の形態をと

つているといえる。

　三石山の東と三石山北麗附近ではジKd『38の欠除して

いる所と，kd38（To1』）から不整合面まで40mに及ぶ

所と隣接しているが，、この間の関係については，局所的

な不規則な形をした海底の凹地に堆積したものか，また

は局所的な沈降差によるものかは，豊岡亜層群の侵食状

態が未調査であるのでわからないが，いずれにしても両

地点では，側方での1Kd38附近め細かな層序と部分的に

同じとみてよいので，東から西に向かつて局所的な

overlapping．とみられる。、

3。2，黄和田泥岩層（植田房雄21））

模式地：千葉県君津郡上総町亀山村黄和田畑

黄和田畑，小櫃川河底でみられる厚い泥岩層の上限

（砂層の下限）から，上流へ直距離1，606mの地点の凝

灰質砂岩層との境までの地層。

火砕鍵層からは，模式地では上限35mのKd2から，
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泥岩と凝灰質砂岩との漸移部にあるKd38（To1）まで。

　岩相：模式地では，最上部数mの砂泥互層を除いては，

普通数cmの細～微細粒砂層を僅かに挾むシルト岩層で

あり，また2～3m以下の火砕層（粗粒～シルト粒）’を

挾んでいる。

　模式地附近での含砂率は3％前後で，また火砕層を含

めても，全層厚の5．3～5．4％程度である．第4図は，

模式地より約4km西にあたる養老川河底のものである。

　上下関係：上位の大田代砂泥互層に整合に覆われ，下

位の黒滝凝灰質砂岩層を，数mの漸移部をもつて整合に

覆う。

　層厚・層序：模式地では全層厚370m，下半部に凝灰

質の泥岩層を挾んでいるが，それ以外は，全層均質なシ

ルト岩である。

　模式地での本層の層位は，東に向かつて発散状に層厚

を増し，養老川での層厚は，模式地での2倍近くになる

が，この間全般的に砂層・凝灰質砂層の爽みが多くなり，

とくに養老川では，本層の中・下部に多く，次の層位に

砂層ないし凝灰質砂と泥岩との砂勝互層が発達する。

　なお，Kd8下位の砂勝互層およびその上位の泥岩部は，

異常堆積層である。この異常堆積層の層位は，側方によ

く連続し，東へは太東岬附近まで，西昏は黒滝附近まで

続いている。

　側方関係：本層は，養老川附近から，湊川上流までの

地域では，上位の砂勝互層と下位の十宮層・黒滝層等の

凝灰質砂岩（を経て不整合）との間にあるシルト岩とい

う岩相・層序を示し，また見掛の分布が続くことから，

この黄和田泥層を高溝泥層に，また東へは三又シルト岩’

から勝浦互層までに対比したりしたが，この調査によつ

て，そのシルト岩の層位が地域的に著しくずれているこ

とが判明した。

　いまこれを，本層模式地で上下限の層位に近い火砕鍵

層をとり，Kd2んKd38項として説明を加えると，養老

川一黄和田畑間でみられるこの層序のシルト岩は，ほと

んどこの項に属するが，小櫃川中流・黒滝附近では，こ

の項の下部，Kd38～Kd23（第4図）までが黒滝層に属’

し，笹川支流ボケ沢では，Kd38より027までが黒滝層

に属し，Kd2～Kd38項は非常に収敏された型で，黒滝

層中に含まれていることがわかる（黒滝層の項参照）。

　いいかえれば，本層の模式地における層位の泥岩層は，

ボケ沢までの聞で尖滅する。

　きらに西方の小糸川附近までは，ほずボケ沢と同様な

岩相および層位的な関係で連続し，高溝附近での本項時

の地層は，本層模式地での上部1／3の層位まで（Kd2～

Kd8（To1））が，・高溝泥層の最　部（約10m）に属し，

その他の層位は十宮層であるが，十宮層中に局所的に発『

達する泥岩層（大塚山泥岩）は，Kd23の上位にあるの

で，黄和田層の中部に対比きれる。

　坂倉勝彦の小平台泥層の下半部は，本層模式地での上

位より％位の層位にあたる（なおこの層位は，約1km

西に位置するボケ沢までの間で急激に収敏して黒滝層に

移行する）。

　3．3　大田代砂泥互層・

　模式地：千葉県市原郡大多喜町大田代

　弘大洞（筒森に向かう支流との合流点）の下流約250

mの地点の泥勝互層の上限（第4図　880）から，小田・

代・大田代を経て，面白発電所の上流約400mの地点の

砂勝互層の下限までの地層（第4図c～壬）。

　火砕鍵層は，上限近くの03から027までが挾在する。

　岩相・層序：模式地では，厚い砂層を挾む砂勝互層と

泥勝互層との複互層である。なお全体としては砂勝であ

る。

　本層の模式地での全層厚は540mあり，上位から含砂

率によつて次のように区分きれる。

層厚（m）

1．泥勝互層

2．砂勝互層

3．泥勝互層

4．砂勝互層

5．泥勝互層

6．砂勝互層

7．泥勝互層

8．砂勝互層

30

80

50

95

40

45

85

115

第4図中の番号挾在火砕鍵層
　880～910　　　　　　　　03－04

　910～990

　990～1，040　　　　　07藁012

1，040ん1，135

1，135～1，175　　　　　　016－018

1，175～1，220

1，220～1，305　　　　　　022－025

1，305を1，420　　026－027

　側方関係＝本層の側方での関係を，模式地での層序の

1，2と，3以下との2つの層位に分けて説明する。

　3以下の層位のうち，砂勝互層の4，6，8は，西方

に収敏しつつ砂層に移行し，さらに笹川支流ボケ沢に至

る間で尖滅する。また泥勝耳層の3，5，7も収敏しつ

つ泥岩層に移行する。すなわち，3以下の大田代層は，

ボケ沢附近では泥岩層となり，またボケ沢以西では，ほ

ぼそのま、の層位および岩相で小糸川を経て，高溝泥層

（1952，．三梨）の模式地に連なる。

　1，2は，上述泥層の上位に，砂泥互層とし・て，高溝

附近まで連続し，東臼笠層を経て岩坂層に至る。

　坂倉15）16）の坂畑互層は，その地質図から判読すると，

各地の地質断面において，下位の泥岩に接する厚い砂層

または互層の下限を結んだものであるが1層位的にみる

と，小櫃川では4の下限（第6図d，900），坂畑南西で

は6の下限，黄和田附近および養老川では8の下限を境

としている。
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　火砕鍵層の命名についてみると，房総半島の上総層群

のものについては，地層名の頭文字に，その地層の上位

から　位へ1，2，3∴一の番号を附してきた。ての火

砕鍵層の名づけ方の利点は，『鍵層相互の上下関係が明確
ド
で
あ ることや，異なつた岩相を示す地層問の対比の場合

等に便利であるが，次にも示すように各地層の模式地，

または模式的に発達する1断面で命名しないと，混乱を

まねくことになる。

　こ㌧では模式地の側方での岩相区分によづて命名され

たもの5）17）のうち，その模式地の層位と著しく食い違つ

ているものについて再命名した（第1表参照）。

第1表火砕鍵層変更名

新名称

020
℃21

0 22
023
024
025
026

、027
Kdl
Kd2
Kd3
Kd4
．Kd5
Kd6

旧名称，

020

Kw1
．Kw2
：Kw3
Kw4
：Kw5

Kw6

Kw・7

Kw8
Kw9
Kw10
Kwll

Kw12

隊名称

Kd7
Kd8
Kld9

KdlO

・Kdll

Kdl2

Kd13

Kd14

：Kdl5

Kd16

・Kd17

Kd18

Kd30

旧名称

K祠3
』
K
w
1 4
Kw15

Kw16

Kw17

Kw18

Kw19

Kw20

　3．4　梅ケ瀬砂泥互層註4）（植田房雄20））

　模式地：千葉県市原郡大多喜町朝生原の西方梅ケ瀬

　養老川では，大久保の橋より上流約200mの地点の砂

勝互層の上限から，朝生原を経て，弘文洞（筒森に向か

う支流との合流点）より下流，約250mの地点の砂勝互

層の下限までの地層。・

「火砕鍵層からみた本層の層位は，Ku6の15m下位か

ら03～04の約25・n上位までであり，また本層に介在

する火砕鍵層はU1から03までがある。

　岩相・層序：養老111では，含砂率65～80％程度の砂

註4）池辺展生は，梅ケ瀬の地名が5万分の1地形図

　にないことから，朝生原層としている。梅ケ瀬
　　（朝生原より西にはいる養老川支流地域を呼んで

　いる）と朝生原間では，礫を含むgraded　sand
　や異常堆積層（含礫泥質砂等）が，梅ケ瀬の方が

　養老川より多少厚いことがあげられるが，それ以

　外は岩相・層厚にほとんど変化はない。また梅ケ
　瀬では，本層の中・下部しかみられないので，こ

　、では養老川のものをあげた。

勝互層が主体であり，　また中部には，含礫の寧aded

sandや異常堆積層（含礫泥質砂等）が発達する。全層

厚520～530mであり，岩相から次の3つに区分した。

　1．層厚220m（第4図，357～575），5mないし10

㌧数mの細～中粒砂と20～数10cmの泥岩層との砂勝互

層であり，また数mの泥勝互層を挾む。介在する火砕鍵

層は，U1，U2，U3，U4がある。

　2．層厚約100m　（第4図，575～660），厚い含礫

graded　sandと10～数10cmの泥岩層との泥勝互層で，

含礫泥質砂層（異常堆積層，616）を挾み，また火砕鍵

層U6，・U8を挾む。

　3．層厚220m（第4図，660～880），普通層厚1～

5mの細～中粒砂層と20～数10cmの泥岩層との砂勝

互層であり，火砕鍵層U9，U10，U11，01を挾む。

　上下関係：下位の大田代砂泥互層を整合に覆い，国本

塊状砂質泥・細砂互層に整合に覆われる。

　側方関係＝本層は一般に養老川から東に向かつては砂

層の粒度を減じ・また泥の爽みが多く，なり・養老川から

西に向かつては粗粒になる。次に養老川での1，2，3

の昏層位に？いて説明を加える・

　柔 の層位（220m）のうち，上位から約100mまでの層

準（U2の10m下位）は，砂勝互層として，・ほ穿そのま

まの岩相で小ネ圓rlまで続くが，小櫃川一小糸川の中間に

ある梨の木附近から，砂層部が尖滅または収敏しつつ砂

質泥に移行し，小糸川の粟倉砂質泥岩層の模式地では，・

栗倉層下部にあたる。またこれ以下の1の層準は，西へ

多少粒度を増し，小糸川では，栗倉層の下位に整合にく

る東日笠砂礫層の上部に連なる。

　2，3註5）の層位は，養老川より西へ次第に粒度を増

し，小櫃川・細野附近で最も粗粒になる。すなわち含礫

graded　sand，含礫泥質砂や流状シルト岩（暴常堆積層）

が厚く発達する。た皮し，これらの粗粒堆積層は，東日

笠砂礫層の模式地までは連続せず，小糸川一小櫃川の中

聞地域（大阪一辻森間）で細砂層に移行し，さらに西の

小糸川（東日笠層模式地）で，ふたぢび同層位（ほ穿2

の層位）に砂礫層が発達する。

、小糸川以西についてはすでに述べたが12），きらにこれ

らは，台倉附近までの間に収敏しつつ砂泥互層に移行し，一

また高溝北東部でふた㌧び東日笠層に移行し，苗割附近

で栗倉砂質泥層中部12）に，田倉附近で岩坂層に移行す

る。

　本層中の異常堆積層は，第6図cにも示したように，

註5）　3の層位の側方での関係は，砂礫層なごにより

　火砕鍵層が不連続になり，厳密な層位は未詳であ

　る。
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、

　06．0紹0

諜
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　　　　鷺撚

第　　5　図

次のような層序の繰返しとしてみられる。下位より

　1）数10cmないし2～3mの細砂層（礫および泥
岩泥を含むものもある）

　2）　礫および泥岩礫を含む砂質砂～砂質泥岩であり，

礫（古生層）は下位ほど多く，また大きく，基地も下位

ほど粗粒である。上位3とは漸移的整合である。

　3）　微細砂と泥岩～砂質泥との数mm単位の微細互層

であり，普通不規則な波状を呈している（小池の流状シ

ルト岩にあたると思われる）。

　なお2の部分に3の形態のものが，不規則なレンズ状

にはいっていることがあるが，生成順序としては，上述・

のような層序のようになるものと思われる。

　坂倉15）16）の里見統下部の蓮見砂層，池辺の朝生原互

層，三土知房の梅ガ瀬層の養老川における下限（いずれ

も地質図上から同層位）は，筆者らの同地点，同層の下

限から約40m下位にあたり（第4図d920m附近），、

また小櫃川での坂倉の蓮見層の下限は，筆者らの梅ガ瀬

層の下部（第6図c580m）にあたるρなお筆者らのこ
の地区（小櫃一養老間）．での梅ガ瀬層の基底はほ買同二

層準で，また全体として西ほど粗い。またこの境は，岩

相，とくに含砂率と粒度での区分の都合上だけでしかな　・

い。

　本層中の含礫のgraded　sandや異常堆積を，地層の

堆積形態や地質構造的な位置からみると，同層準につい

て地層ゐ収敏する部分（背斜部または上昇地域）では，

これらが収敏しつつ細砂層または砂泥互層に移行（また

は尖滅）し（大阪一辻森，台倉附近，苗割一新田間），

向斜および沈降部に向かつて厚く発達する（細野一小櫃

川，東日笠，東大和田一苗割間）。

　また，これらを含めた二次的砂層は，最大沈降部（最

大層厚部をかりに呼ぶ）を中心に堆積し，上述の異常堆積，

含礫graded，sandは，陸側に近い側面にあたる。なお
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地質調査所月報璽（第10巻第2号）

この附近での泥岩ないし砂質泥岩の粒度分布．（背斜部分

で粗く，向斜に向かい細かくなる）と逆になつている。

　以上の現象から，これらの堆積は，その堆積期間にお

ける上昇部と沈降部との関係，すなわち堆積地形とその

運動とに，密接に関係していることがいえる。

　またこのような形態が，二次的な落ち込み堆積層（こ

の地域における浅海穣faunaを含む含礫graded　sand

および異常堆積層）の生成機構碧考察するうえでの最も

基礎的な事項である。このことは，養老川一笹川一ボケ

沢間の大田代層中の砂層の堆積形態についても同様のこ

とがいえる。

　3，5　国本塊状砂質泥岩細砂互層

　模式地：千葉県市原郡白鳥村国本

　月崎を通る県道北側の橋の下流，約500mにおける砂

泥互層の上限から，月崎』国本を経て，大久保・橋の上

流約200mの地点に露出する，塊状砂質泥岩層の下限ま
1
で の地層。

　火砕鍵層は本層上限の数m下位のKu　O，1から，下限

より15mのKu6までがある。

　上下関係：本層は上位の柿ノ木台砂質泥層に整合に覆

われ，下位の梅ケ瀬砂泥互層を整合に覆う。筆者らの国

本層の上下限は，三土知芳11）の国本層と一致する。

　層厚・岩相・層序：本層は塊状砂質泥岩と砂勝互層と

からなり，模式地での全層厚は350mあり，岩相によっ

て上位から次の4つに分けられる。

　1。厚砂層を挾む砂勝亘層　（層厚5～15mの細砂層

と，数cm～15mの砂質泥岩層との互層）（第1図～第4

図88）。火砕鍵層Ku　O，2などを挾む。

　2。塊状砂質泥岩層，層厚95m　（第4図88～185）。

Ku2を挾む。

　3、砂勝互層，層厚115m（185～300）。普通2～3

mから数mの細砂層と数10cm～3mの砂質泥層との互
層。・

　4．・塊状砂質泥岩層，層厚57m　（300～357）。普通

2ん3cmから数cmの薄砂層を挾む。模式地ではKu

5～Ku6を挾む・。

　側方関係：本層はほダ養老川附近で最大層厚を示し，

東西に薄くなるが，西方へは，上位より　位に向かつて

次第に声宿砂礫層に移行する。いま模式地での1～4の

各層位について説明を加えると，一2～4までの層位は，

小櫃川までほ冥同じ岩相で連続し，坂倉15）16）の小櫃川を

模式地とする地層に対比すると，2は柳川泥層，3は植

生沢互層，4は三本松泥層にあたる。

　1の砂勝互層は，養老川より西へ次第に粒度を増し，

・小櫃川では，部分的にク．ロスラミナを有する含礫砂層が

発達し，市宿砂層と側方の関係になる。小櫃川よりきら

，に西へは，2の塊状泥岩層は，富士山西方313。1m高地

の南部まで続き，偽層砂層中に尖滅する。

　4の砂質泥岩層の層位は，ほダそのまま連続分布し，

小糸川の栗倉砂質泥層『（大塚・望月14））に連なる。なお

この層準は，砂質泥岩と心ては苗割北方まで続き，泥質

砂を経て，鹿野山南方で市宿層に移行する。

　3．6　柿ノ木台砂質泥層

　本層は養老川沿い柿ノ木台附近を模式地とし，岩相は

無層理の砂質泥岩によって代表されるが，上部は泥質砂

岩となり，厚き数cmから10・数6mの砂層の不規則な

爽みを持つ。この不規則に挾まれる砂層が，東部におい

て，河井興三のいうKal部層の厚い2枚の砂層とな

り6），西方に向かつても小櫃川との中間から発生する2

枚中砂層となり，小櫃川を越して市宿砂層の一部分に含

まれる。いいかえれば市宿砂層の西の先端が柿ノ木台砂

質泥層の上部まで達し，その東限が小櫃川と養老川との

中間であるが，さらに東方すなわち長南～市野々附近で，

また同じようなかたちで砂層を挾む。

　泥質部は西ほど粗粒となり，小櫃川附近では泥質砂層

に変わる。

　3．7　長南砂泥互層

　本層は長南附近を模式地とする5砂と泥質砂との互層

であり，模式地附近では岩相上3つの部層に分けられ
る6）。

　養老川では全体的に砂のはいり方が多くなるが，大体

3つの部層そのま、の区分けをすることができる岩相を

・示す。小櫃川では，きらに砂層の占める部分が大で，ま

た全体的に砂質となり，部層に分けるごとが困難とな

る。層厚は長南附近で110m，養老川で約75m，小櫃川

で約65mである。

　本層は，小櫃川と小糸川との中間で市宿砂層におきか

わるので，小糸川以西との対比についてははつきりした

ことがいえない。

　3，8万田野砂礫層

　本層は養老川と小櫃川との中間にある万国野ぞ模式地

とし，礫を混えた中粒砂を主体とする。本層は岩相上長

浜砂礫層につながるものであるが，他の累層と著しい斜

交関係にある1すなわち東部においては，笠森泥質砂層

の中［下部に挾まれているが，中央部の養老川・小櫃川

では長南砂泥互層の直上』にあり，西岸では不整合面をも

つて大田代層の上部層に対比きれる層位まで切る。この

不整合の大ききは，佐貫シルト層が東部のどの層位に対

比きれるか，はっきりしないといいえないことなので・

現在不明である。この問題解決のための1つの方法とし

22一（96）



午葉県養老川・畠小櫃川の上総層群の層序　（三梨昂・安国昇・品田芳二郎）

て実施した火砕鍵層の追跡が，小櫃川と小糸川との間で

発達する万田野砂礫層－・市宿砂層により遮断され，フィ

ール，ドの観察だけでは東・西鍵層間の対比は不可能とな
　も

つたので，現在火砕鍵層の重鉱物分析による対比をねら

い，室内作業を進めている。上に述べたような問題はあ

るが，本層が他の累層と斜交する度合は，小櫃川以東で

徐々であり，著しい斜交は小糸川以西であるということ

はいえる。

3．9　笠森泥質砂暦

本層は地域東方の笠森を模式地としており，模式地附

近においては，一般に無層理の灰色泥質細粒砂からなる

が，上部と下部にはジ粒度の差によ多不明瞭な層理を示

している6）σ養老川沿いにおいては，無層理の部分がほ

とんどなく，上記不明瞭な層理を示す泥質砂層に変わり，

一般に粒度が大となる。

小櫃川ではさらに砂質となり，数10chの砂層を挾

み，数cmの細互層を呈する部分を挾む。これより西，

すなわち小糸川以西では，岩相上周南砂シルト互層（藤

原・生越，1950）に連なり，砂層の部分を増す。層厚を

みると， 東方より笠森附近で最も厚く200～240m6），養

老川で約150m，小櫃川で最も薄く約60m，小糸川以西

では100～130m註6）となつている。

　以上のことから笠森泥質砂層を概観すると，西に向か

つて粒度を増し，層厚は小櫃川で最小で・東西方向に増

加する。たダし小糸川以西1ζおいては，周南砂シルト互

層はその名前で示されるように，互層部分が発達するの

で，その山部は笠森泥質砂層の下位にある長南砂泥互層

に，岩相上類似している地層として取扱つた方がいいか

も知れないということもあり，層厚が小櫃川を最小にし

て，西へも厚さを増すということは，検討を要する。

3．10　金剛地砂層

本層の基底については，河井興三が本地域東方の調査

によって，下位の笠森泥質砂層を不整合に覆うらしいと・

述べており6），内尾高保・村井勇も同様なことを述べて

いる19）。一方三土知芳は不整合面を香取層の基底におき，

金剛地砂層と笠森泥砂層の間は整合に取り扱った11）。

今回は香取層について調査を行なわなかつたので・こ

の間題について詳しく言及できないがン1た買金剛地砂層

の基底について若干の観察事実を述べる。小櫃川流域の

久留里線小櫃駅北方三田から，東方に入る沢を道路沿い

に行けば，笠森泥質砂層が泥質砂に細粒砂層の薄層を挾

み，漸次金剛地砂層である細粒砂に変わるのであって，

東方でみられるよう養sharpな境界面6）では接していな

い。養老川では直接境界面はみられないが，笠森泥質砂

層の最上部層は粒度が著しく粗くなる。地域からはずれ

るが，東金市附近や土気の峠では，笠森泥質砂層の上部

の岩相が次第に砂の爽みを増し，ついに軟弱な砂層であ

る金剛地砂層に移化する。

　これらを総合すると金剛地砂層の基底は，地域的な不

整合関係が存在するとしても，全地域を通じてみた本層

の分布からして，・大きな不整合関係は存在しないと考え

られる。この解決には，閣今後金剛地砂層およびその上位

層について，火砕鍵層を追いつつ詳しく地層の相互関係

を調査しなければならない。

　　　　　　　　　　　　（昭和29年調査）
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